
1、て 等電位線と電気力線は必ず直交することがポイント

".

#

気？
力線で☆
等零で勳線に直交するように
書く
（電気力線の密度が高いと、電場が強いので間隔がせまくなる）

（2 等電位線に沿って動かすということは、
電位のアップダウンがないということである。
電位のアップダウンがないということは仕事はない。⇒05-1

（3) P→Qに米多動したときを高さのイメージでとらえると、
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で､
どこのとき f
がされる仕事は

W=q△V=q ( V 1 -V 2）
前運動エネ+仕事=後運動エネの式をたてると、

0+E(V,-V2）=½mひ ²
i.ひこ✓をこにこにしなーーーーー


